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再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
ご
家

庭
で
の
防
災
意
識
の
向
上
、
地

域
で
の
自
主
防
災
組
織
結
成
な

ら
び
に
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
、

町
全
体
で
の
防
災
力
向
上
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
観
光
に
よ
る
賑
わ
い

創
出
に
も
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
お
り
、
昨
年
か
ら
新
た
に「
一

般
財
団
法
人
　
矢
掛
町
観
光
交

流
推
進
機
構
」
を
発
足
さ
せ
、

官
民
連
携
に
よ
る
観
光
戦
略
策

定
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
し
て
歴
史
的
な
町
並
み
と
や

か
げ
町
家
交
流
館
な
ら
び
に
矢

掛
屋
、
民
間
経
営
の
あ
か
つ
き

の
蔵
と
い
っ
た
古
民
家
再
生
施

設
を
核
と
し
て
多
く
の
観
光
客

の
皆
様
を
お
迎
え
し
て
お
り
ま

す
。こ

う
し
た
市
街
地
に
点
在
し

た
宿
泊
施
設
が
認
め
ら
れ
、
ア

ジ
ア
な
ら
び
に
日
本
初
と
な
る

ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
タ

ウ
ン
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
お
よ

び
日
本
の
協
会
か
ら
認
定
を
受

け
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
来
年
３
月
完
成
予

定
の
道
の
駅
の
整
備
や
、
市
街

地
の
無
電
柱
化
、
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
の
選
定
、
矢
掛
町
都

市
再
生
整
備
事
業
の
推
進
な
ど

積
極
的
に
事
業
展
開
し
て
参
り

ま
す
。

人
口
増
・
移
住
定
住
対
策
と

し
ま
し
て
は
、
工
場
誘
致
に
よ

る
雇
用
の
創
出
や
新
規
住
宅
団

地
造
成
を
は
じ
め
、
引
き
続
き

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
補
助
金
、
定
住

ら
せ
る
「
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ

か
い
て
き
で
　
げ
ん
き
な
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
皆
様
の
ご
支

援
を
賜
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
性
を
活
か
し
自
立
し
た
ま

ち
「
一
流
の
ふ
る
さ
と
」
づ
く

り
を
力
強
く
推
進
し
て
参
り
ま

す
。本

年
も
皆
様
の
お
声
を
十
分

に
お
聴
き
す
る
と
と
も
に
、
皆

様
の
熱
意
と
お
知
恵
を
賜
り
な

が
ら
、
さ
ら
に
力
強
く
飛
躍
さ

せ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
議
会
を
は
じ

め
、
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
健
康
で
夢
と
希
望

に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　

矢
掛
町
長　

山

野

通

彦

2020 年 1月

な
し
で
き
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

こ
う
し
た
明
る
い
話
題
の
一

方
で
、
昨
年
は
全
国
で
異
常
と

も
言
え
る
台
風
や
豪
雨
水
害
が

発
生
し
、
東
日
本
を
中
心
に
広

範
囲
で
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
１

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
　

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ

り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
１
日
も
早
い
復
旧

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

我
が
国
を
襲
う
災
害
の
規
模

は
年
々
大
き
く
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
常
識
で
は
考
え
ら

れ
な
い
よ
う
な
被
害
を
も
た
ら

し
て
お
り
ま
す
。
当
町
に
お
き

ま
し
て
も
一
昨
年
の
平
成
30
年

７
月
豪
雨
で
の
被
災
以
降
、
災

害
復
旧
お
よ
び
防
災
対
策
に
傾

注
し
て
参
り
ま
し
た
。
町
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
に
あ
た
り

町
民
の
皆
様
の
お
声
を
反
映
さ

せ
る
た
め
町
内
７
地
区
で
防
災

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
を

よ
り
確
実
に
す
る
た
め
１
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
皆
様
を
中
心

に
戸
別
受
信
機
を
配
布
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
を
中
心
と
す
る
大
地

震
を
含
め
た
大
規
模
災
害
に
対

応
す
べ
く
、
町
民
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
自
助
・
共
助
・

公
助
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
令
和
２
年
の
新
春

を
、
ご
健
勝
で
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
平
素
か
ら
町
政
各
般

に
わ
た
り
、
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
わ
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
皇
位
継
承
に
伴
う
新
元
号

「
令
和
」
の
時
代
が
幕
を
開
け

ま
し
た
。
改
め
て
希
望
に
満
ち

溢
れ
た
新
時
代
の
到
来
を
お
祝

い
す
る
と
と
も
に
我
が
国
の
一

層
の
発
展
と
繁
栄
、
世
界
の
平

和
を
お
祈
り
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。ス

ポ
ー
ツ
界
で
は
、
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
初
め
て

日
本
で
開
催
さ
れ
、
日
本
代
表

チ
ー
ム
が
ア
ジ
ア
勢
初
と
な
る

ベ
ス
ト
８
に
進
出
す
る
な
ど
大

き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
岡
山
県
出
身
の
渋
野

日
向
子
選
手
が
ゴ
ル
フ
全
英
女

子
オ
ー
プ
ン
で
日
本
人
と
し
て

42
年
ぶ
り
の
海
外
メ
ジ
ャ
ー
優

勝
を
果
た
す
な
ど
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
も
続
き
、
今
夏
開
催
さ
れ

る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
期
待
が
高
ま

っ
て
お
り
ま
す
。
当
町
に
お
き

ま
し
て
も
こ
の
歴
史
的
イ
ベ
ン

ト
を
共
に
盛
り
上
げ
、
お
も
て

促
進
助
成
金
、
結
婚
・
出
産
・

入
学
祝
金
、保
育
料
の
無
料
化
、

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
合
わ
せ
た
支
援
施
策
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。
４
月
に
は
新

た
に
矢
掛
認
定
こ
ど
も
園
が
創

設
さ
れ
、
よ
り
一
層
の
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。健

康
づ
く
り
・
福
祉
施
策
で

は
健
康
寿
命
の
延
伸
お
よ
び
介

護
予
防
に
取
り
組
み
、
教
育
施

策
で
は
、
就
学
前
か
ら
の
英
語

教
育
強
化
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
に
加
え
、
矢
掛
高
校

存
続
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、

多
方
面
か
ら
対
策
を
進
め
て
参

り
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
は
、
担

い
手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
な
ど

課
題
が
山
積
す
る
農
業
で
、
根

本
か
ら
研
究
を
加
え
、
水
田
等

を
活
用
し
た
野
菜
生
産
団
地
の

形
成
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
に

着
手
し
て
参
り
ま
す
。

皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
に
は
新
し
き

佳
き
年
を
お
迎
え
の
事
と
謹
ん

で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
議
会
の
諸
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
何
か
と
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
の
干
支
で
あ
る

『
子
』
は
十
二
支
の
出
発
で
あ

り
ま
す
と
共
に
、
子
孫
繁
栄
の

象
徴
と
さ
れ
る
目
出
度
い
生
き

物
と
し
て
瑞
兆
を
表
し
、
諸
々

の
事
象
の
『
末
広
が
り
』
を
予

感
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

一
昨
年
の
７
月
７
日
以
降
、

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
官

民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ

一
年
半
で
し
た
が
、
以
前
に
も

増
し
て
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る

町
へ
と
一
歩
一
歩
前
進
で
き
ま

す
よ
う
『
新
た
な
ス
タ
ー
ト
』

の
年
と
い
う
意
味
か
ら
も
こ
の

子
年
に
「
あ
や
か
り
た
い
」
と

心
か
ら
願
う
ば
か
り
で
す
。

本
年
は
我
が
故
郷
や
か
げ
の

将
来
に
わ
た
る
総
合
的
且
つ
基

本
的
行
政
運
営
の
指
針
で
あ
る

『
第
６
次
矢
掛
町
振
興
計
画
』

の
前
期
計
画
最
終
年
次
（
５
年

目
）
と
な
り
ま
す
。

基
本
構
想
に
基
づ
く
実
施
計

画
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
対
策
の
み
な
ら
ず
、
我
が
町

が
望
ま
ぬ
も
経
験
し
て
し
ま
っ

た
未
曾
有
の
降
雨
量
に
よ
る
大

規
模
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
町

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
べ
く
、

多
面
的
な
取
り
組
み
が
多
岐
に

わ
た
り
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
昨
今
の
気
象
状
況
の

表
現
に
象
徴
さ
れ
る「
想
定
外
」

な
事
柄
が
頻
発
し
、
地
方
創
生

の
名
の
下
に
取
り
組
む
『
ま
ち

づ
く
り
』
は
し
ば
し
ば
中
断
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
一
昨
年

矢
掛
町
を
お
そ
っ
た
７
月
豪
雨

災
害
も
そ
の
一
つ
で
し
た
。

し
か
し
行
政
の
不
断
の
取
り

組
み
と
地
域
住
民
の
協
働
と
を

以
て
ま
ち
づ
く
り
へ
の
歩
み
を

止
め
な
か
っ
た
我
が
町
は
、
今

刻
々
と
進
化
し
て
い
ま
す
。

道
の
駅
、
中
心
市
街
地
の
無

電
柱
化
と
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
指
定
、
ま
た
観
光

地
経
営
を
主
体
的
に
行
う
観
光

交
流
推
進
機
構
（
や
か
げ
Ｄ
Ｍ

Ｏ
）
な
ど
は
ま
さ
に
子
年
の
令

た
『
お
も
て
な
し
の
文
化
』
が

再
び
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

こ
と
で
日
本
全
体
が
い
き
い
き

と
明
る
く
元
気
に
な
る
よ
う
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
内
で
は
い
よ
い
よ
４
月
か

ら
矢
掛
認
定
こ
ど
も
園
が
ス
タ

ー
ト
し
、
ま
ち
な
か
に
大
勢
の

子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
く
よ
う

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
希
望
に
溢
れ
健
康
で

お
だ
や
か
な
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ

新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

和
二
年
度
が
ス
タ
ー
ト（
起
点
）、

或
い
は
重
要
な
一
年
と
な
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
一
例
と
し

て
挙
げ
た
こ
れ
ら
の
施
策
は
従

来
の
矢
掛
町
か
ら
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
「
想
定
外
」
の
ま
ち

づ
く
り
改
革
と
も
言
え
る
で
し

ょ
う
。
そ
れ
だ
け
に
企
画
か
ら

計
画
実
施
、
何
よ
り
施
行
後
の

有
為
な
運
営
に
至
る
ま
で
、
執

行
部
は
じ
め
行
政
職
員
に
は
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
（
柔
軟
性
）
な
推

進
体
制
を
、
ま
た
議
会
に
は
段

階
毎
に
審
査
し
議
決
す
る
た
め

の
適
正
な
判
断
の
基
に
な
る
見

識
が
、
そ
れ
ぞ
れ
求
め
ら
れ
ま

す
。い

ず
れ
も
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
必
要
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
我
々
議
員
に
は

『
機
能
す
る
議
会
』
と
い
う
テ

ー
マ
に
則
っ
た
負
託
が
今
ま
で

に
な
い
容
量
で
課
せ
ら
れ
る
事

に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
最
上
位
計
画
で
あ
る

矢
掛
町
振
興
計
画
に
依
拠
し
た

様
々
な
行
政
施
策
と
並
行
し
て

我
々
議
員
も
同
じ
レ
ベ
ル
で
、

『
議
会
改
革
』を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
い
う
訳
で
す
。

こ
れ
は
決
し
て
降
っ
て
湧
い

た
「
想
定
外
」
な
事
で
は
な
く

地
方
創
生
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
行
く
我
が
町
の
時
間
軸
の

中
で
必
然
的
な
状
況
で
あ
り
、

議
会
は
今
ま
さ
に
そ
の
過
渡
期

の
真
っ
只
中
に
在
る
訳
で
す
。

令
和
二
年
、
矢
掛
町
議
会
は

住
民
の
代
表
機
関
と
し
て
果
た

す
べ
き
役
割
と
責
任
を
自
覚
し

町
民
の
皆
様
の
信
頼
に
お
応
え

出
来
ま
す
よ
う
議
会
の
機
能
強

化
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
国
を
挙
げ
て

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
一
色
の
年
と
な
り
そ

う
で
す
。
ど
う
い
っ
た
影
響
と

効
果
が
地
方
に
波
及
す
る
の
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
昨
年
開

催
さ
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
ｗ
杯
日
本

大
会
で
全
世
界
か
ら
称
賛
さ
れ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
 　

矢
掛
町
議
会
議
長　

花

川

大

志

新年のごあいさつ



【
１
月
】

　
８
日
　
　  

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
中
川
小
学
校
の
復
旧
工
事
が
完
了

し
、
授
業
再
開
。

　
13
日
　
　  

平
成
31
年
成
人
式

　
　
　
　
　  

や
か
っ
ぴ
ー
号
お
ひ
ろ
め
式

　
18
日
　
　  

第
３
回
矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
・
移
住
・
観
光
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア
（
東
京
）

　
　
　
　
　
（
〜
19
日
）

　
20
日
　
　  

矢
掛
町
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

　
27
日
　
　  

矢
掛
町
消
防
出
初
式

【
２
月
】

　
10
日
　
　  

第
２
回
お
か
や
ま
矢
掛
本
陣
文
学
賞
表
彰
式

　
17
日
　
　  

第
31
回
矢
掛
本
陣
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

　
18
日
　
　  

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
中
川
保
育
園
の
復
旧
工
事
が
完
了

し
、
保
育
再
開
。

　
23
日
　
　  

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

【
３
月
】

　
24
日
　
　  

第
13
回
宿
場
町
や
か
げ
流
し
び
な
行
列

　
　
　
　
　  

矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
50
品
目
達
成
記
念
　
宿
場
町
や
か
げ
ブ

ラ
ン
ド
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　  

矢
掛
町
復
興
イ
ベ
ン
ト
（
ゲ
ス
ト 

Ａ
Ｋ
Ｂ
48
）

【
４
月
】

　
１
日
　
　
（
一
財
）
矢
掛
町
観
光
交
流
推
進
機
構
が
発
足

　
７
日
　
　  
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｓ 

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
大
人
の
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
コ
ン
サ
ー
ト

　
13
日
　
　  
椿
ま
つ
り

　
14
日
　
　  
海
棠
ま
つ
り

　
27
日
　
　  

筆
塚
祭

【
５
月
】

　
５
日
　
　  

吉
備
公
祭

　
11
日
　
　  

井
原
線
の
利
用
客
が
２
，
２
０
０
万
人
を
突
破
し
た
こ

　
　
　
　
　  

と
に
伴
い
、
矢
掛
駅
で
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
。

　
18
日
　
　  

特
別
展「
ノ
ン
タ
ン
絵
本
の
世
界
展
」（
〜
６
／
30
）

　
25
日
　
　  

宇
内
ホ
タ
ル
鑑
賞
旬
間（
〜
６
／
３
）

【
６
月
】

　
１
日
　
　  

宇
内
ホ
タ
ル
祭
り

　
４
日
　
　  

第
２
回
矢
掛
町
議
会
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
議
長
に
花
川
大
志

氏
、
副
議
長
に
土
田
正
雄
氏
が
選
出
。

　
10
日
　
　
「
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
」
（
分
散
型
ホ
テ
ル
）
１
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
19
日
　
　
「
矢
掛
高
校
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
モ
デ
ル
研
究
協
議
会
」
立
ち
上
げ

【
７
月
】

　
10
日
　
　  

第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
伴
い
、
県
内
で
初
め
て
矢
掛
高
校
に

期
日
前
投
票
所
が
設
置

　
20・27
日
　 

矢
掛
夏
祭
り

　
26
日
　
　  

青
少
年
海
外
派
遣
事
業（
〜
８
／
６
）

　
29
日
　
　  

第
１
回
矢
掛
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
審
議
会

【
８
月
】

　
１
日
　
　  

中
学
生
に
よ
る
模
擬
議
会

　
４
日
　
　  

小
田
夏
祭
り

　
16
日
　
　  

令
和
元
年
度
矢
掛
町
戦
没
者
追
悼
式

　
24
日
　
　  

や
か
げ
真
夏
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　 

や
か
げ
小
唄
お
ど
り

　
25
日
　
　  

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
主
催
「
が
ん
ば
ろ
う
岡
山
！
Ｂ
＆
Ｇ
海
遊
び
・
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
」

　
　
　
　
　 

矢
掛
高
校
軟
式
野
球
部
が
「
第
64
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選

手
権
大
会
」
に
出
場
し
、
ベ
ス
ト
８
進
出
。

【
９
月
】

　
１
日
　
　  

西
日
本
豪
雨
将
棋
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
in
矢
掛
町

　
７
日
　
　  

第
７
回
矢
掛
地
域
医
療
介
護
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
８
日
　
　  

水
車
の
里
フ
ル
ー
ツ
ト
ピ
ア  

フ
ル
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
10
月
】

　
４
日
　
　  

第
７
回
矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
（
〜
５
日
）

　
12
日
　
　  

特
別
展
「
秋
山
章
の
世
界
展
」
（
〜
11
／
10
）

　
19
日
　
　  

や
か
げ
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
20
日
　
　  

時
を
奏
で
る
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ゾ

　
23
日
　
　  

矢
掛
町
敬
老
会

　
26
日
　
　  

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
矢
掛
高
校
生
の
支
援
の
た
め
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た「
矢
掛
高
校
生
通
学
支
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」が
評
価
さ
れ「
第
３
回
ふ
る
さ
と
納
税
自
治
体
連
合
表
彰
」

を
受
賞

　
27
日
　
　  

西
部
航
空
音
楽
隊 

秋
色
コ
ン
サ
ー
ト
in
や
か
げ

【
11
月
】

　
２
日
　
　  

矢
掛
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
表
彰
式

　
　
　
　
　 

矢
掛
町
生
涯
学
習
の
つ
ど
い（
〜
４
日
）

　
10
日
　
　  

第
44
回
矢
掛
の
宿
場
ま
つ
り
大
名
行
列

　
16
日
　
　  

企
画
展「
武
井
泰
道
遺
作
展
」（
〜
12
／
22
）

　
17
日
　
　  

第
22
回
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭

　
24
日
　
　  

第
19
回
矢
掛
町
自
然
薯
ま
つ
り
＆
収
穫
祭

【
12
月
】

　
22
日
　
　  

第
21
回
山
ノ
上
干
柿
ま
つ
り

4月  （一財）矢掛町観光交流
推進機構が発足

3月  中川小学校卒業式にDA PUMP
がサプライズ登場　　　　8月  やかげ真夏のスペシャルコンサート

9月  西日本豪雨チャリティイベント
in矢掛町　　　　　　　

1月  やかっぴー号が初披露

3月  復興イベントにAKB48が登場

5月  井原線利用客2,200万人突破

6月  「アルベルゴ・ディフーゾ」
　　1周年記念シンポジウム 2月  中川保育園で保育再開

7月  矢掛高校で期日前投票を実施

8月   中学生による模擬議会を開催

8月  矢掛高校軟式野球部が全国大会
　 に出場し、初のベスト 8進出 1月  中川小学校で授業再開

10月  時を奏でるヴィルトゥオーゾ

11月  企画展「武井泰道遺作展」

10月  特別展「秋山章の世界展」

11月  矢掛放送（株）と災害時情報
共有の協定締結　　



【
１
月
】

　
８
日
　
　  

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
中
川
小
学
校
の
復
旧
工
事
が
完
了

し
、
授
業
再
開
。

　
13
日
　
　  

平
成
31
年
成
人
式

　
　
　
　
　  

や
か
っ
ぴ
ー
号
お
ひ
ろ
め
式

　
18
日
　
　  

第
３
回
矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
・
移
住
・
観
光
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア
（
東
京
）

　
　
　
　
　
（
〜
19
日
）

　
20
日
　
　  

矢
掛
町
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

　
27
日
　
　  

矢
掛
町
消
防
出
初
式

【
２
月
】

　
10
日
　
　  

第
２
回
お
か
や
ま
矢
掛
本
陣
文
学
賞
表
彰
式

　
17
日
　
　  

第
31
回
矢
掛
本
陣
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

　
18
日
　
　  

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
中
川
保
育
園
の
復
旧
工
事
が
完
了

し
、
保
育
再
開
。

　
23
日
　
　  

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

【
３
月
】

　
24
日
　
　  

第
13
回
宿
場
町
や
か
げ
流
し
び
な
行
列

　
　
　
　
　  

矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
50
品
目
達
成
記
念
　
宿
場
町
や
か
げ
ブ

ラ
ン
ド
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　  

矢
掛
町
復
興
イ
ベ
ン
ト
（
ゲ
ス
ト 

Ａ
Ｋ
Ｂ
48
）

【
４
月
】

　
１
日
　
　
（
一
財
）
矢
掛
町
観
光
交
流
推
進
機
構
が
発
足

　
７
日
　
　  

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｓ 

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
大
人
の
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
コ
ン
サ
ー
ト

　
13
日
　
　  

椿
ま
つ
り

　
14
日
　
　  

海
棠
ま
つ
り

　
27
日
　
　  

筆
塚
祭

【
５
月
】

　
５
日
　
　  

吉
備
公
祭

　
11
日
　
　  

井
原
線
の
利
用
客
が
２
，
２
０
０
万
人
を
突
破
し
た
こ

　
　
　
　
　  

と
に
伴
い
、
矢
掛
駅
で
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
。

　
18
日
　
　  

特
別
展「
ノ
ン
タ
ン
絵
本
の
世
界
展
」（
〜
６
／
30
）

　
25
日
　
　  

宇
内
ホ
タ
ル
鑑
賞
旬
間（
〜
６
／
３
）

【
６
月
】

　
１
日
　
　  

宇
内
ホ
タ
ル
祭
り

　
４
日
　
　  

第
２
回
矢
掛
町
議
会
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
議
長
に
花
川
大
志

氏
、
副
議
長
に
土
田
正
雄
氏
が
選
出
。

　
10
日
　
　
「
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
」
（
分
散
型
ホ
テ
ル
）
１
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
19
日
　
　
「
矢
掛
高
校
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
モ
デ
ル
研
究
協
議
会
」
立
ち
上
げ

【
７
月
】

　
10
日
　
　  

第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
伴
い
、
県
内
で
初
め
て
矢
掛
高
校
に

期
日
前
投
票
所
が
設
置

　
20・27
日
　 

矢
掛
夏
祭
り

　
26
日
　
　  

青
少
年
海
外
派
遣
事
業（
〜
８
／
６
）

　
29
日
　
　  

第
１
回
矢
掛
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
審
議
会

【
８
月
】

　
１
日
　
　  

中
学
生
に
よ
る
模
擬
議
会

　
４
日
　
　  

小
田
夏
祭
り

　
16
日
　
　  

令
和
元
年
度
矢
掛
町
戦
没
者
追
悼
式

　
24
日
　
　  

や
か
げ
真
夏
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　 

や
か
げ
小
唄
お
ど
り

　
25
日
　
　  

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
主
催
「
が
ん
ば
ろ
う
岡
山
！
Ｂ
＆
Ｇ
海
遊
び
・
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
」

　
　
　
　
　 

矢
掛
高
校
軟
式
野
球
部
が
「
第
64
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選

手
権
大
会
」
に
出
場
し
、
ベ
ス
ト
８
進
出
。

【
９
月
】

　
１
日
　
　  

西
日
本
豪
雨
将
棋
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
in
矢
掛
町

　
７
日
　
　  

第
７
回
矢
掛
地
域
医
療
介
護
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
８
日
　
　  

水
車
の
里
フ
ル
ー
ツ
ト
ピ
ア  

フ
ル
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
10
月
】

　
４
日
　
　  

第
７
回
矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
（
〜
５
日
）

　
12
日
　
　  
特
別
展
「
秋
山
章
の
世
界
展
」
（
〜
11
／
10
）

　
19
日
　
　  
や
か
げ
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
20
日
　
　  
時
を
奏
で
る
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ゾ

　
23
日
　
　  

矢
掛
町
敬
老
会

　
26
日
　
　  

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
矢
掛
高
校
生
の
支
援
の
た
め
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た「
矢
掛
高
校
生
通
学
支
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」が
評
価
さ
れ「
第
３
回
ふ
る
さ
と
納
税
自
治
体
連
合
表
彰
」

を
受
賞

　
27
日
　
　  

西
部
航
空
音
楽
隊 

秋
色
コ
ン
サ
ー
ト
in
や
か
げ

【
11
月
】

　
２
日
　
　  

矢
掛
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
表
彰
式

　
　
　
　
　 

矢
掛
町
生
涯
学
習
の
つ
ど
い（
〜
４
日
）

　
10
日
　
　  

第
44
回
矢
掛
の
宿
場
ま
つ
り
大
名
行
列

　
16
日
　
　  

企
画
展「
武
井
泰
道
遺
作
展
」（
〜
12
／
22
）

　
17
日
　
　  

第
22
回
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭

　
24
日
　
　  

第
19
回
矢
掛
町
自
然
薯
ま
つ
り
＆
収
穫
祭

【
12
月
】

　
22
日
　
　  

第
21
回
山
ノ
上
干
柿
ま
つ
り

4月  （一財）矢掛町観光交流
推進機構が発足

3月  中川小学校卒業式にDA PUMP
がサプライズ登場　　　　8月  やかげ真夏のスペシャルコンサート

9月  西日本豪雨チャリティイベント
in矢掛町　　　　　　　

1月  やかっぴー号が初披露

3月  復興イベントにAKB48が登場

5月  井原線利用客2,200万人突破

6月  「アルベルゴ・ディフーゾ」
　　1周年記念シンポジウム 2月  中川保育園で保育再開

7月  矢掛高校で期日前投票を実施

8月   中学生による模擬議会を開催

8月  矢掛高校軟式野球部が全国大会
　 に出場し、初のベスト 8進出 1月  中川小学校で授業再開

10月  時を奏でるヴィルトゥオーゾ

11月  企画展「武井泰道遺作展」

10月  特別展「秋山章の世界展」

11月  矢掛放送（株）と災害時情報
共有の協定締結　　



Information
まちからの

お知らせ

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
、
指
定
様
式
の
受
験
申

込
書
に
必
要
事
項
を
添
え
て
、
総
務
企
画
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
予
定〔
会
計
年
度
任
用
職
員
〕

【
調 

理 

員
】
数
人

●
資
格
要
件
　
資
格
不
問

●
勤 

務 

先
　
町
内
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園（
令
和
２
年
４
月
開
園
）

　
　
　
　
　
　
矢
掛
寮
、
矢
掛
病
院
の
い
ず
れ
か

【
保 

育 

士
】
数
人

●
資
格
要
件
　
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
取
得

　
　
　
　
　
　（
元
年
度
末
取
得
見
込
み
を
含
む
）
し
て
い
る
人

●
勤 

務 

先
　
町
内
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園（
令
和
２
年
４
月
開
園
）

随
時
募
集

【
正 

職 

員
】
保
健
師
、
臨
床
検
査
技
師（
令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
）

【
嘱
託
職
員
】
保
育
士
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
職
員

【
臨
時
職
員
】
保
育
士
、
介
護
職
員
、
調
理
員

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

キ
ラ
リ
☆
輝
く
矢
掛
町

矢
掛
町
職
員
を
募
集

　
町
は
、
防
災
情
報
等
を
適
切
か
つ
確
実
に
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
す
る
た

め
、防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム「
や
か
げ
イ
ン
フ
ォ
」を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
町
か
ら
発
信
す
る
防
災
情
報
や
国
等
の
シ
ス
テ
ム

と
連
携
し
た
緊
急
地
震
速
報
や
国
民
保
護
情
報
等
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム

「
や
か
げ
イ
ン
フ
ォ
」
を
整
備

●
採 

用 

日
　
令
和
２
年
４
月
１
日

●
募
集
人
員
　
１
人

●
応
募
資
格
　
学
校
で
勤
務
可
能
な
体
力
が
あ
り
健
康
で
あ
る
人

　
　
　
　
　
　
学
校
や
子
ど
も
た
ち
の
情
報
等
に
つ
い
て
の
守
秘
義
務
が
守
れ
る
人

●
仕
事
内
容
　
町
内
小
・
中
学
校
で
の
環
境
整
備
・
美
化
作
業
お
よ
び
事
務
補
助

●
給 

与 

等
　
日
額
５
，
４
１
０
円
（
別
途
通
勤
手
当
お
よ
び
期
末
手
当
を
支
給
）

　
　
　
　
　
　※

社
会
保
険
等
加
入

●
勤
務
時
間
　
１
日
６
時
間
（
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
３
時
15
分
）

　
　
　
　
　
　
週
５
日
勤
務
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
）

　
　
　
　
　
　
年
次
有
給
休
暇
・
特
別
休
暇
（
夏
季
休
暇
・
忌
引
）
あ
り

●
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
を
１
月
24
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
学
校
教
育
係
（
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎（
82
）２
１
０
０
　
有
線
０
６
２
１

小
・
中
学
校
校
務
員（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）を
募
集

 ●提出書類の入手方法…
①矢掛町のホームページからダウンロード
　詳細もこちらで確認できます！
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』と『職種』を朱書
きし、120円切手を貼った宛先明記の返信用封筒
角２号（Ａ４判）を同封して送付してください。

●
支
給
対
象
　

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
以
降
に
岡
山
県
の
区
域
内
で
発
生
し
た
災
害
に
よ
り
、
現
に
お
住
ま
い
の

建
物
が
、
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
、
床
上
浸
水
の
い
ず
れ
か
の
被
害
を
受
け
た
子
ど
も
の
い

る
世
帯

※

「
子
ど
も
」
と
は
、
被
災
日
を
基
準
と
し
て
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
お
子
様
（
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
場
合
は
、
平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら

被
災
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
お
子
様
）

●
申
請
期
限

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
被
災
者
の
人
は
、
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
延
長

　（
そ
の
他
の
災
害
に
よ
る
も
の
は
被
災
日
か
ら
１
年
間
）

●
支 

給 

額

　
子
ど
も
一
人
当
た
り
２
万
円
（
当
該
世
帯
の
子
ど
も
の
数
に
応
じ
て
、
同
一
災
害
に
つ
き
一

回
限
り
支
給
）

●
申
請
方
法

　
必
要
書
類
を
岡
山
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課
に
郵
送

※

申
請
書
は
岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
県
民
局
福
祉
振
興
課
、
ま
た
は
役
場
保
健
福
祉
課
で
入

手
で
き
ま
す
。

■問
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課 「
子
ど
も
災
害
見
舞
金
」
係

　
☎（
０
８
６
）２
２
６-

７
８
７
４

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

「
子
ど
も
災
害
見
舞
金
」
申
請
期
限
延
長

●
と
　
　き
　
２
月
22
日
㈯
　
午
前
11
時

●
と 

こ 

ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
講
座
生
発
表
会

　
午
前
11
時
〜
　
各
講
座
作
品
展
示

　
　
　
　
　
　
　（
料
理
・
華
道
・
洋
裁
・
着
付
け
・
絵
手
紙
・
書
道
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）

　
　
　
　
　
　
　
お
茶
席
（
煎
茶
）

　
午
後
１
時
〜
　
舞
台
発
表
（
大
正
琴
・
着
付
け
・
太
極
拳
）

●
講 

演 

会
（
入
場
無
料
・
整
理
券
不
要
）

　
午
後
２
時
20
分
〜
　
開
会

　
午
後
２
時
30
分
〜
　
開
演

　
テ
ー
マ
『
私
た
ち
は
な
ぜ
生
ま
れ
て
き
た
の
か
？

　
　
　
　
　
小
説
「
あ
ん
」
で
ハ
ン
セ
ン
病
快
復
者
の
人
生
を
描
い
た
意
味
』

　
講
　
師
　
ド
リ
ア
ン
助
川 

氏

■問
ふ
れ
あ
い
会
館
　
☎（
83
）０
１
１
９
　
有
線
５
３
５
０

ふ
れ
あ
い
会
館
講
座
生
発
表
会
・
人
権
啓
発
講
演
会

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

令
和
２
年
度
検
診
対
象
者
調
査
票
を
配
付
し
ま
す

　
町
愛
育
委
員
に
よ
り
、「
令
和
２
年
度
検
診
対
象
者
調
査
票
（
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
）」
を

配
付
し
ま
す
。
こ
の
調
査
票
は
、
令
和
２
年
度
に
が
ん
検
診
等
の
受
診
を
希
望
す
る
か
ど
う

か
の
事
前
調
査
で
す
。

　
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
調
査
票
に
記
入
し
、
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

の
際
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
配
付
対
象
世
帯

　
が
ん
検
診
の
対
象
で
あ
る
「
女
性
20
歳
以
上
、
男
性
40
歳
以
上
」
の
人
が
い
る
世
帯

　（
世
帯
ご
と
に
１
通
配
付
）

　※

年
齢
は
令
和
２
年
度
末
年
齢
を
基
準
に
し
て
い
ま
す
。

　※

町
内
会
未
加
入
世
帯
へ
は
郵
送
さ
れ
ま
す
。

●
配
付
期
間
　
令
和
２
年
１
月
８
日
㈬
〜
１
月
26
日
㈰
（
順
次
配
付
）

●
提
出
期
限
　
令
和
２
年
２
月
10
日
㈪

　※

詳
し
く
は
、「
検
診
対
象
者
調
査
票
」
に
同
封
の
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
・
保
健
業
務
係

　 

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

９
６
３
０

新
消
防
団
長
に
渡
邊
卓
司
氏

が
就
任

第
57
回
精
神
保
健
福
祉
大
会

　
多
年
に
わ
た
り
精
神
保
健
福
祉
事
業
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

岡
山
県
保
健
福
祉
部
長
表
彰

古
村
　
道
夫 

氏

一
般
財
団
法
人

岡
山
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
長
表
彰

岡
本
　
達
也 
氏

↑音声読み上げ機能付戸別受信機

【Android からのインストール方法】

QRコードを読み取り、play ストア
から「@Info Canal」アプリをイン
ストール。

【iPhone からのインストール方法】

QRコードを読み取り、App Store
から「@Info Canal」アプリをイン
ストール。

　
藤
永
哲
雄
前
団
長
が
令
和
元
年
12
月
31
日
の
任
期
を
も
っ

て
退
団
さ
れ
た
の
を
受
け
、新
消
防
団
長
に
渡
邊
卓
司
氏（
里

山
田
・
63
歳
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
５
年
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【がん検診等の受診までの流れ】

①調査票を提出
自宅へ届いた「検診対象者調査票」の、受診を希望
する検診欄に「１」を記入し町へ提出。

③検診を受ける
•検診会場や日程については、「②受診案内」時に
お知らせします。

②受診案内が届く
町で調査票を取りまとめ、受診希望者へ次のとおり
ご案内します。
•夏の地区けんしんで受診するがん検診等
⇒愛育委員が受診券を配付（７月頃）
•矢掛病院で受診する検診等
⇒矢掛病院から受診日程の書かれたハガキを送付
（４月～順次）

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
お
持
ち
の

人
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
専
用
ア
プ
リ
「
＠
ｉ

ｎ
ｆ
ｏ
Ｃ
ａ
ｎ
ａ
ｌ
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
が
不
慣
れ
な
人
や
ご

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
音
声
読
み
上
げ
で
同
様

の
情
報
が
提
供
さ
れ
る
戸
別
受
信
機
を
貸
し
出
し

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
総
務
企
画
課
行
政
情
報
係

　 

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線 

０
５
１
３

善
行
少
年
表
彰（
個
人
の
部
）

　
井
原
警
察
署
が
学
校
生
活
や
ス
ポ
ー
ツ
活

動
で
模
範
と
な
っ
た
管
内
の
小
中
学
生
を
表

彰
し
ま
し
た
。

山
邊
　
悠
真
く
ん
（
矢
掛
中
３
年
）

妹
尾
　
蒼
太
く
ん
（
小
北
中
３
年
）

上
川
　
航
平
く
ん
（
矢
掛
小
６
年
）

妹
尾
　
碧
士
く
ん
（
山
田
小
６
年
）

瀧
本
さ
く
ら
さ
ん
（
川
面
小
６
年
）

西
出
く
る
み
さ
ん
（
小
田
小
６
年
）

　がんは目に見えないものが多く、症状が出
ないまま進行してしまうこともあります。早
期発見、早期治療をするためには「健康なと
き」に検診を受けることが大切です。
　健康状態の把握のために、検診を受けまし
ょう。

6令和２年１月号



Information
まちからの

お知らせ

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
、
指
定
様
式
の
受
験
申

込
書
に
必
要
事
項
を
添
え
て
、
総
務
企
画
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
予
定〔
会
計
年
度
任
用
職
員
〕

【
調 

理 

員
】
数
人

●
資
格
要
件
　
資
格
不
問

●
勤 

務 

先
　
町
内
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園（
令
和
２
年
４
月
開
園
）

　
　
　
　
　
　
矢
掛
寮
、
矢
掛
病
院
の
い
ず
れ
か

【
保 

育 

士
】
数
人

●
資
格
要
件
　
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
取
得

　
　
　
　
　
　（
元
年
度
末
取
得
見
込
み
を
含
む
）
し
て
い
る
人

●
勤 

務 

先
　
町
内
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園（
令
和
２
年
４
月
開
園
）

随
時
募
集

【
正 

職 

員
】
保
健
師
、
臨
床
検
査
技
師（
令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
）

【
嘱
託
職
員
】
保
育
士
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
職
員

【
臨
時
職
員
】
保
育
士
、
介
護
職
員
、
調
理
員

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

キ
ラ
リ
☆
輝
く
矢
掛
町

矢
掛
町
職
員
を
募
集

　
町
は
、
防
災
情
報
等
を
適
切
か
つ
確
実
に
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
す
る
た

め
、防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム「
や
か
げ
イ
ン
フ
ォ
」を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
町
か
ら
発
信
す
る
防
災
情
報
や
国
等
の
シ
ス
テ
ム

と
連
携
し
た
緊
急
地
震
速
報
や
国
民
保
護
情
報
等
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム

「
や
か
げ
イ
ン
フ
ォ
」
を
整
備

●
採 

用 

日
　
令
和
２
年
４
月
１
日

●
募
集
人
員
　
１
人

●
応
募
資
格
　
学
校
で
勤
務
可
能
な
体
力
が
あ
り
健
康
で
あ
る
人

　
　
　
　
　
　
学
校
や
子
ど
も
た
ち
の
情
報
等
に
つ
い
て
の
守
秘
義
務
が
守
れ
る
人

●
仕
事
内
容
　
町
内
小
・
中
学
校
で
の
環
境
整
備
・
美
化
作
業
お
よ
び
事
務
補
助

●
給 

与 

等
　
日
額
５
，
４
１
０
円
（
別
途
通
勤
手
当
お
よ
び
期
末
手
当
を
支
給
）

　
　
　
　
　
　※

社
会
保
険
等
加
入

●
勤
務
時
間
　
１
日
６
時
間
（
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
３
時
15
分
）

　
　
　
　
　
　
週
５
日
勤
務
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
）

　
　
　
　
　
　
年
次
有
給
休
暇
・
特
別
休
暇
（
夏
季
休
暇
・
忌
引
）
あ
り

●
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
を
１
月
24
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
学
校
教
育
係
（
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎（
82
）２
１
０
０
　
有
線
０
６
２
１

小
・
中
学
校
校
務
員（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）を
募
集

 ●提出書類の入手方法…
①矢掛町のホームページからダウンロード
　詳細もこちらで確認できます！
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』と『職種』を朱書
きし、120円切手を貼った宛先明記の返信用封筒
角２号（Ａ４判）を同封して送付してください。

●
支
給
対
象
　

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
以
降
に
岡
山
県
の
区
域
内
で
発
生
し
た
災
害
に
よ
り
、
現
に
お
住
ま
い
の

建
物
が
、
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
、
床
上
浸
水
の
い
ず
れ
か
の
被
害
を
受
け
た
子
ど
も
の
い

る
世
帯

※

「
子
ど
も
」
と
は
、
被
災
日
を
基
準
と
し
て
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
お
子
様
（
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
場
合
は
、
平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら

被
災
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
お
子
様
）

●
申
請
期
限

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
被
災
者
の
人
は
、
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
延
長

　（
そ
の
他
の
災
害
に
よ
る
も
の
は
被
災
日
か
ら
１
年
間
）

●
支 

給 

額

　
子
ど
も
一
人
当
た
り
２
万
円
（
当
該
世
帯
の
子
ど
も
の
数
に
応
じ
て
、
同
一
災
害
に
つ
き
一

回
限
り
支
給
）

●
申
請
方
法

　
必
要
書
類
を
岡
山
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課
に
郵
送

※

申
請
書
は
岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
県
民
局
福
祉
振
興
課
、
ま
た
は
役
場
保
健
福
祉
課
で
入

手
で
き
ま
す
。

■問
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課 「
子
ど
も
災
害
見
舞
金
」
係

　
☎（
０
８
６
）２
２
６-

７
８
７
４

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

「
子
ど
も
災
害
見
舞
金
」
申
請
期
限
延
長

●
と
　
　き
　
２
月
22
日
㈯
　
午
前
11
時

●
と 

こ 

ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
講
座
生
発
表
会

　
午
前
11
時
〜
　
各
講
座
作
品
展
示

　
　
　
　
　
　
　（
料
理
・
華
道
・
洋
裁
・
着
付
け
・
絵
手
紙
・
書
道
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）

　
　
　
　
　
　
　
お
茶
席
（
煎
茶
）

　
午
後
１
時
〜
　
舞
台
発
表
（
大
正
琴
・
着
付
け
・
太
極
拳
）

●
講 
演 
会
（
入
場
無
料
・
整
理
券
不
要
）

　
午
後
２
時
20
分
〜
　
開
会

　
午
後
２
時
30
分
〜
　
開
演

　
テ
ー
マ
『
私
た
ち
は
な
ぜ
生
ま
れ
て
き
た
の
か
？

　
　
　
　
　
小
説
「
あ
ん
」
で
ハ
ン
セ
ン
病
快
復
者
の
人
生
を
描
い
た
意
味
』

　
講
　
師
　
ド
リ
ア
ン
助
川 

氏

■問
ふ
れ
あ
い
会
館
　
☎（
83
）０
１
１
９
　
有
線
５
３
５
０

ふ
れ
あ
い
会
館
講
座
生
発
表
会
・
人
権
啓
発
講
演
会

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

令
和
２
年
度
検
診
対
象
者
調
査
票
を
配
付
し
ま
す

　
町
愛
育
委
員
に
よ
り
、「
令
和
２
年
度
検
診
対
象
者
調
査
票
（
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
）」
を

配
付
し
ま
す
。
こ
の
調
査
票
は
、
令
和
２
年
度
に
が
ん
検
診
等
の
受
診
を
希
望
す
る
か
ど
う

か
の
事
前
調
査
で
す
。

　
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
調
査
票
に
記
入
し
、
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

の
際
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
配
付
対
象
世
帯

　
が
ん
検
診
の
対
象
で
あ
る
「
女
性
20
歳
以
上
、
男
性
40
歳
以
上
」
の
人
が
い
る
世
帯

　（
世
帯
ご
と
に
１
通
配
付
）

　※

年
齢
は
令
和
２
年
度
末
年
齢
を
基
準
に
し
て
い
ま
す
。

　※

町
内
会
未
加
入
世
帯
へ
は
郵
送
さ
れ
ま
す
。

●
配
付
期
間
　
令
和
２
年
１
月
８
日
㈬
〜
１
月
26
日
㈰
（
順
次
配
付
）

●
提
出
期
限
　
令
和
２
年
２
月
10
日
㈪

　※

詳
し
く
は
、「
検
診
対
象
者
調
査
票
」
に
同
封
の
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
・
保
健
業
務
係

　 

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

９
６
３
０

新
消
防
団
長
に
渡
邊
卓
司
氏

が
就
任

第
57
回
精
神
保
健
福
祉
大
会

　
多
年
に
わ
た
り
精
神
保
健
福
祉
事
業
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

岡
山
県
保
健
福
祉
部
長
表
彰

古
村
　
道
夫 

氏

一
般
財
団
法
人

岡
山
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
長
表
彰

岡
本
　
達
也 

氏

↑音声読み上げ機能付戸別受信機

【Android からのインストール方法】

QRコードを読み取り、play ストア
から「@Info Canal」アプリをイン
ストール。

【iPhone からのインストール方法】

QRコードを読み取り、App Store
から「@Info Canal」アプリをイン
ストール。

　
藤
永
哲
雄
前
団
長
が
令
和
元
年
12
月
31
日
の
任
期
を
も
っ

て
退
団
さ
れ
た
の
を
受
け
、新
消
防
団
長
に
渡
邊
卓
司
氏（
里

山
田
・
63
歳
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
５
年
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【がん検診等の受診までの流れ】

①調査票を提出
自宅へ届いた「検診対象者調査票」の、受診を希望
する検診欄に「１」を記入し町へ提出。

③検診を受ける
•検診会場や日程については、「②受診案内」時に
お知らせします。

②受診案内が届く
町で調査票を取りまとめ、受診希望者へ次のとおり
ご案内します。
•夏の地区けんしんで受診するがん検診等
⇒愛育委員が受診券を配付（７月頃）
•矢掛病院で受診する検診等
⇒矢掛病院から受診日程の書かれたハガキを送付
（４月～順次）

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
お
持
ち
の

人
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
専
用
ア
プ
リ
「
＠
ｉ

ｎ
ｆ
ｏ
Ｃ
ａ
ｎ
ａ
ｌ
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
が
不
慣
れ
な
人
や
ご

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
音
声
読
み
上
げ
で
同
様

の
情
報
が
提
供
さ
れ
る
戸
別
受
信
機
を
貸
し
出
し

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
総
務
企
画
課
行
政
情
報
係

　 

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線 

０
５
１
３

善
行
少
年
表
彰（
個
人
の
部
）

　
井
原
警
察
署
が
学
校
生
活
や
ス
ポ
ー
ツ
活

動
で
模
範
と
な
っ
た
管
内
の
小
中
学
生
を
表

彰
し
ま
し
た
。

山
邊
　
悠
真
く
ん
（
矢
掛
中
３
年
）

妹
尾
　
蒼
太
く
ん
（
小
北
中
３
年
）

上
川
　
航
平
く
ん
（
矢
掛
小
６
年
）

妹
尾
　
碧
士
く
ん
（
山
田
小
６
年
）

瀧
本
さ
く
ら
さ
ん
（
川
面
小
６
年
）

西
出
く
る
み
さ
ん
（
小
田
小
６
年
）

　がんは目に見えないものが多く、症状が出
ないまま進行してしまうこともあります。早
期発見、早期治療をするためには「健康なと
き」に検診を受けることが大切です。
　健康状態の把握のために、検診を受けまし
ょう。
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申告相談期間

2月17日（月）～ 3月16日（月）
  ※所得税等の還付申告の書類は、１月6日㈪ 以降、税務署で受け付けています。

平｠ 成31
年
お
よ
び
令
和
元
年（
以
下
令
和
元
年

と
表
示
し
ま
す
）分
の
申
告
相
談
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
の
で
、申
告
が
必
要
と
な
る
人
は
必

ず
期
限
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

TAX所得税および復興特別所得税
町 県 民 税　の申告相談

■問 町民課住民税係・資産税係　☎（82）1011　有線0561
　 笠岡税務署  ☎0865（62）3111 

所得税等の確定申告は税務署へ
　営業所得、農業所得、不動産所得、太陽光売電所得、配当所得、分離課税所得（土地・
建物・株式等の譲渡所得）、住宅ローン控除（1年目）などがある人で、所得税等の確
定申告が必要な人（青色申告者を含む）は、笠岡税務署での相談をお願いします。
　所得税等の確定申告書を自分で作成した人は、郵便やe-Taxなどにより申告期限
までに税務署へ提出してください。

　【笠岡税務署】　〒714-0086　笠岡市五番町5-48
　　受付期間　2月17日㈪～3月16日㈪　平日午前8時30分～午後4時

◆
申
告
が
必
要
な
人

• 

令
和
元
年
中
に
営
業
、
農
業
な
ど

事
業
所
得
や
地
代
、
家
賃
、
配
当
、

譲
渡
、
年
金
な
ど
の
所
得
の
合
計

額
が
基
礎
控
除
（
38
万
円
）
な
ど

の
所
得
控
除
の
合
計
を
超
え
る

人
※ 

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

４
百
万
円
以
下
で
公
的
年
金
以

外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
人

は
、
所
得
税
等
の
確
定
申
告
は
不

要
で
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
で

も
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

給
与
所
得
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）

の
場
合

　
通
常
、
所
得
税
等
は
年
末
調
整
に

よ
っ
て
精
算
さ
れ
ま
す
の
で
確
定
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、次
の

よ
う
な
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

• 

給
与
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え
る

人
• 

給
与
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
が

20
万
円
を
超
え
る
人

• 

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ

て
い
る
人

所
得
税
等
の
確
定
申
告

　
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
、
矢
掛

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
に
該
当
す

る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

• 

令
和
元
年
中
に
営
業
、
農
業
な
ど

事
業
を
営
ん
で
い
る
人

• 

地
代
、
家
賃
、
不
動
産
取
引
に
よ

る
譲
渡
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た

人
（
た
だ
し
、
所
得
税
等
の
確
定

申
告
を
す
る
人
は
不
要
。）

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
「 

収
入
が
な
い
」
場
合
も
申
告
が

い
る
の
？

　
収
入
が
な
い
場
合
も
本
人
ま
た
は

ご
家
族
の
町
県
民
税
、
国
民
健
康
保

険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
算
定
の
基
礎
資
料
に

な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。（
た
だ
し
他
の
人
の
扶
養
親

族
と
し
て
会
社
の
年
末
調
整
ま
た
は

確
定
申
告
を
行
う
場
合
は
不
要
で

す
。）

　
な
お
、
申
告
を
し
て
い
な
い
と
前

述
の
保
険
税
・
料
な
ど
の
軽
減
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

町
県
民
税
の
申
告

  申告書にはマイナンバーの記載が必要です！！
　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、申告手続きにはマイナンバー
の記載とともに、本人確認書類の提示が必要です。
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9 令和２年１月号

　　 

日　　程 対象地区 相  談  会  場 混雑予想
２月17日㈪

全地区
町役場３階
大会議室

全　日
18日㈫ 全　日
19日㈬ 午　前

　　20日㈭ 午　前
　　21日㈮
　　25日㈫ 午　前

26日㈬
　　27日㈭
　　28日㈮ 美川地区 美川生活改善センター

★  2 月 28日㈮～ 3月 6日㈮までの間は、矢掛町役場での申告相談は行いません。また、２月 28日㈮～３月 6日
㈮までの間、対象地区以外の人の相談はご遠慮ください。

日　　程 対象地区 相  談  会  場 混雑予想
３月　2日㈪ 山田地区 山田会館

3日㈫ 三谷地区 三谷コミュニティセンター
4日㈬ 川面地区 鵜江会館
5日㈭ 中川地区 中川町民会館
6日㈮ 小田地区 こうど会館
9日㈪

全地区
町役場３階
大会議室

全　日
10日㈫ 午　前
11日㈬
12日㈭ 午　前
13日㈮ 全　日
16日㈪ 全　日

申告相談日程表
（午前 8時半～正午、午後１時～４時）

TAX税の申告相談

確定申告書等作成コーナー
をご利用ください

国税庁で 検 索

□  マイナンバーカード（個人番号カード）
　  ※お持ちでない人は「通知カード又はマイナンバー記
載の住民票」および「本人確認書類（運転免許証など）」

□  印鑑（シャチハタ不可）、筆記用具、電卓
□  申告書用紙（税務署から申告書を送付されている人）
□  給与や年金がある人は源泉徴収票、支払報告書 
□  営業、農業、不動産、太陽光売電などの各収入がある人
は収支内訳書を作成の上、収入や支出が証明できるもの

　 ※事前に整理、集計をお願いします。
□  平成30年分の申告で雑損控除の適用を受けた人は、
平成30年分の申告書の控え

□  社会保険料控除を受ける人は国民健康保険税などの支
払額がわかるものや国民年金の控除証明書など

□  生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人は保険料
の支払用控除証明書

□  医療費控除を受ける人は、医療費控除の明細書、保険
で補てんされる金額の明細書等

　 ※事前に整理、集計をお願いします。
□ 寄附金控除を受ける人は寄附金の領収書 
□  障害者控除を受ける人は障がい者であることが明らか
にできるもの（障害者手帳など） 

□  親族関係書類及び送金関係書類（日本国外に居住する
親族に係る扶養控除等の適用を受ける場合）

□  源泉徴収の還付を受ける人は、振込み先の口座が分か
るもの

　速やかに申告相談を行うため、特に次のものについては
事前準備をしてお越しください。
•医療費控除を申告するための医療費控除の明細書
　（医療保険者が発行する医療費通知を添付すれば、記載
が簡略化できます。）
• 営業所得、農業所得などの収支内訳書
※内容ごとにまとめておいてください。

事前準備でスムーズな申告を

申告に必要なもの

申告に必要な書類について
•収支内訳書、申告書などの必要書類は、２
月から町民課でお渡しできる予定です。
•所得税等の確定申告用の書類は、国税庁
ホームページからも印刷可能です。
•町県民税の申告用の書類は、町ホームペ
ージからも印刷可能です。

　受付は、午前８時から相談会場で行います。それより早く来られた場
合は、会場の外でお待ちいただくことになりますので、ご了承ください。

平成30年分の申告で雑損控除の適用を受けた人へ
　平成30年7月豪雨で被災し平成30年分の申告で雑損
控除の適用を受けた人は、令和元年分に繰り越して雑損控
除を受けられる場合がありますので、平成30年分の申告
書の控えを申告相談の際には必ずご持参ください。



2月の健康カレンダー

Health  Calendar　FebruaryHealth  Calendar　February

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 0 時30分～1 時
開催：午後 1 時～  5日㈬ ３歳児健康診査

受付：午前 9時20分～9 時30分
開催：午前 9時 30分～13日㈭ すこやか育児学級

対象：7～10か月児
受付：午前 9時～10時 30分
開催：午前 9時～19日㈬ 育児相談

開催：午前 9時～午後 1 時20日㈭ 栄養改善教室

と　　　き 内　　　容

休日当番医

  2日㈰
  9日㈰
11日㈫/㈷

※事前に連絡をしてから受診してください。

23日㈰ ☎(82)３０７０おぐら整形外科医院
24日㈪/㈷ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

☎(82)０２０２山縣内科医院
16日㈰ ☎(82)０３０８鳥　越　病　院

☎(82)１０５０小　塚　医　院
☎(82)１３２６矢　掛　病　院

と　　き 病　　　院　　　名

地域包括支援センター（保健福祉課内）
　 ☎（82）1013　有線 0572
問

矢掛町の認知症施策
　近年の高齢化の進展により、認知症を発症する人数も増える傾向にあります。認知症になっても、住み慣れた
地域で安心して暮らし続けられるよう、矢掛町でもさまざまな取り組みを行っています。

認知症高齢者が行方不明となった時に、情報配信
を通じて早期発見に役立てる取り組みです。

行方不明者情報提供
依頼メール 小型GPS付きの靴等を購入する際に補助金を支給

します。
購入費用の 1/2（上限 20,000 円）の金額
※その他要件があります。
　詳しくはお問い合わせください。

小型GPS内蔵靴購入補助金

認知症の進行状況に合わせて、どのような医療や
介護サービスが利用できるかを示したガイドブッ
クです。
保健福祉課で配付しています。

認知症ケアパス

町民の方が主体となり、物忘れで困っている人や
その家族の人が気軽に立ち寄れるようなカフェを
開催しています。
月２回、矢掛会館１階で開催中
※参加費１人 200円（茶菓子代含む）

認知症カフェ「にじ」

認知症サポート医や保健師を含む医療介護専門職
がチームとなり、認知症初期の人に対してのサ
ポートを行っています。

認知症初期集中支援チーム

認知症の人を介護している人同士で集まり、話を
したり、悩みを共有する会です。

認知症家族の会 きんもくせい

認知症に関心のある皆さんを対象に、講演会を
行っています。
今年度は３回に分けて予防教室を開催しました。

認知症予防教室

地域の中で認知症の人に対する見守りや手助けを
行う、認知症サポーター、小学生を対象とした認
知症キッズサポーターの養成を行っています。

認知症サポーター養成講座
認知症キッズサポーター養成

　

10令和２年１月号
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第23回中国高等学校囲碁
選手権大会（12/21～22 
岡山市）に出場。
矢掛高校１年 帯

たいとう

刀田
だ

 翔
しょう

さ
ん（浅海）

　矢掛町では、故末永三喜太氏のご遺志により全国大会、中
国大会等に出場する皆さんに対して末永基金のスポーツ・文
化振興激励金をお渡ししています。
　大舞台での皆さんのご活躍をお祈りします。

「昨年の豪雨災害で被災した自分たちと同じ境遇の子どもた
ちを元気づけよう」と台風19号で被災した宮城県丸森町の
金山小学校へ応援メッセージを届けました。

中国大会出場選手を激励

　12月18日、台風19号
の被災地を支援しようと川
面小学校では６年生・児童
会を中心に募金を募り、町
社会福祉協議会へ義援金を
寄付しました。
　この義援金は日本赤十字
社を通じて被災地に届けら
れます。
　また、中川小学校でも

台風19号被災地を支援

まちのわだい

　12月５日、三谷小学校で「人権スポーツふれあ
い教室」が行われ、女子サッカーで活躍する吉備国
際大学シャルムの選手４人と交流しました。
　これは、児童とスポーツ選手との交流の場を設け、
選手から子どもたちに思いやりの大切さ、いじめ問
題などについてメッセージを送ることで、子どもた
ちが人権について考えるきっかけづくりを目的に開
催されたものです。
　児童と選手らは一緒にサッカーを楽しみ、選手か
らは「サッカーは相手がいて初めて成り立つスポー
ツで、相互の思いやりが大切。これは日常生活も同
じことが言える。」とメッセージを送りました。

　12月４日、中川小学校で、災害時の行動を事前
に記しておく「マイ・タイムライン作成」について
学ぶ授業を行いました。
　「マイ・タイムライン」とは、風水害の発生に備
えて、自身や家族の取るべき行動について「いつ」、
「誰が」、「何をするのか」等を時系列に整理した個
人の防災行動計画のこと。
　この日は、中国地方整備局高梁川・小田川緊急治
水対策河川事務所の所員を講師に、５・６年生11
人が洪水時を想定して自身の行動や備えが書かれた
カードを時系列に並べるなどして計画を組み立てて
いきました。

　12月 22 日、小田地区山ノ上公会堂で「第 21
回山ノ上干柿まつり」が開催されました。
　山ノ上地区は、寒暖の差があり干し柿の生産に適
しており、特産品として定着しています。
　この日は、干し柿をはじめ地元の野菜や加工品を
求めて多くの来場者が詰めかけました。
　また、やかげ小中高こども連合YKG60と矢掛高
校生徒、中学生らが企画運営する「雲の上カフェ」が、
同会場内にオープン。自分たちで考えた干し柿を用
いたレシピをふるまいました。

人権考えるきっかけに、スポーツ通じて交流 災害に備え、マイ・タイムライン作成学ぶ

山ノ上干柿まつり、特産品求めてにぎわう

↑選手と児童らはサッカーを通じてふれあいました。 ↑児童らは、友達同士話し合いながら計画を立てました。

↑干し柿を求めてにぎわう会場。



■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　 ☎（82）2110　有線 8850

展　示　室 収蔵品展「はる・ハル・春」
　　　　　　　　会期/～４月５日（日）まで

町民ギャラリー

山
田
勝
香
「
一
輪
の
椿
」 

　
　

昭
和
四
十
七
年

田
中
塊
堂
「
枕
草
子
歌
」
昭
和
十
四
年

◆ やの会美術展　　　　　　  1 月   7 日（火）午後〜 13 日（月・祝）午後 4 時

◆ 暮らしの書展　　　　　   1 月 15 日（水）午後〜 19 日（日）午後 4 時

◆ きらきら作品展　　　　　  1 月 22 日（水）〜 2 月 7 日（金）午後 4 時

　■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　 ☎（82）2100　有線 0630
Books

　2020年の開幕です。今年はオリンピックイヤーです
ね！７月24日㈮、東京オリンピック開会式の日がスポー

ツの日となり祝日になります。みんなで応援しましょう！昨年は一昨年に続き災害の多
い１年でした。今年こそは穏やかな１年でありますように。
　図書館では今年も大勢の皆さんにご利用いただけるよう資料の充実、楽しい行事の開
催など魅力ある図書館を作っていきたいと思います。ご来館をお待ちしております。

カウンターからの情景

「 ふるさと風土記 矢掛 」鳥越　　昌／著
　町内在住の鳥越昌さんより“矢掛のあまり触れられていない地域の特性や、忘れ去られようとしている先人の貴重
な生活足跡”などを記した本をご寄贈いただきました。ぜひ、ご覧ください。

は休館日

2月の図書館カレンダー

23 24 25

日

3 4 5 76 8
1

9
2

10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22

26 27 28 29

火水木金土月

1月の休館日
　14日（火）・20日（月）・27日（月）

図書館のイベント
おはなしらんど
◆と　き　1月25日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　図書館　幼児コーナー
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵

本の読み聞かせやエプロンシアターな
ど

倉敷市立短大子どもの劇場公演
あつまれ！子どもたち 〜お話の世界へさあ行こう〜
◆と　き　1月19日㈰　午後1時30分〜
◆ところ　農村環境改善センター　ホール
◆内　容　�人形劇「ワニに食べられた王様」、劇「かにむかし」など楽しいお話の世界を楽しんでください。

入場は無料です。

えいごであそぼう
◆と　き　1月 11日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　図書館　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲーム

など
※�先生の都合により日時が変更になる場合があり
ます。

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

＊入場無料

郷土にゆかりのある本

春
は
あ
け
ぼ
の
や
う
ゝ
ゝ
し
ろ
く
な
り
ゆ
く
や
ま
ぎ
は
…

一
輪
の
椿
に
む
か
ひ
雨
を
聴
く

　
　
　
　
　
　（水
原
秋
桜
子
）

　明けましておめでとうございます。
　今年もさまざまな展覧会を計画し
ておりますので、ぜひ美術館へお越
しください。

■問 矢掛町農業委員会事務局（産業観光課内）
　 ☎（82）1016
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■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

番、駐在所へご連絡をお願いします。
　緊急性のない相談等は、警察相談専用電話（♯9110）
へ電話してください。
農作業機（ローター）を装着したトラクタの公道
走行が令和元年12月1日から可能となりました
　車体（ローターを除く）長さが4.7m、幅1.7m、高
さ2.0mを超えるトラクタのほか、装着したローターの
幅が1.7mを超える場合には、大型特殊免許が必要とな
りますので、無免許運転とならないように注意してくだ
さい。詳しくはお問い合わせください。

　昨年は、町内においても「キャッシュカードのすり替え」・
「訴訟詐欺」の特殊詐欺被害が発生しています。
　また、他県ではスマートフォンでSNS等を通じて知り
合った者に誘拐され軟禁される等の子どもが被害に遭う事
件が発生するほか、幼い子どもが暴力を受け尊い命が奪わ
れるなどの痛ましい事件が多数発生しました。
　110番は、事件や事故など各種事案の早期解決のために
必要不可欠なホットラインです。矢掛町の安全と安心のた
め、正しく110番を利用していただき、皆さんの力で平
和な矢掛町を築きましょう。
　警察への問い合わせや要望・苦情は最寄りの警察署や交

新年あけましておめでとうございます
　～事件・事故等でお困りの際は、迷わず110番～

    たかいえ ゆ   い

鷹家結咲ちゃん（小田）
（H31年 1 月11 日生まれ）
癒しのゆいちゃん♡たくさん
笑って大きくなろうね♡

 　  せ  やまゆい  ね

妹山結音ちゃん（宇内）
（H31年 1 月28 日生まれ）
明るく元気に健やかに育って
ね ^_^

 　しぶ  や    え   ま

澁谷依茉ちゃん（矢掛）
（H31年 1 月25 日生まれ）
我が家の怪獣エマゴン！元気
に育ってね！

  とめやす  ひ   な

留安陽愛ちゃん（上高末）
（H31年 1 月23 日生まれ）
明るく元気にこれから沢山お
友達作ろうね

    さいとう    え   ま

齋藤 咲茉ちゃん（矢掛）
（H31年 1 月30 日生まれ）
いつまでも素敵な笑顔の咲茉
ちゃんでいてね♡

我が家の
アイドル
我が家の
アイドル

Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

井原警察署
矢掛幹部派出所

★ 対 象 者★　町内在住で平成 31 年
2月生まれのお子さん

★応募期限★
　令和２年1月31日（金）必着
★ 応募方法★　写真に①住所②氏名
（ふりがな）③性別④生年月日⑤電
話番号⑥ 20字程度のメッセージ
を添えてご応募ください。

★ 応募・お問い合わせ★
　総務企画課秘書広報室
　〒714−1297　（役場専用）
　矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線 0522

満1歳のお祝いに
写真を掲載しませんか？

農業者年金の制度について
　農業者年金は、自分で積み立てた保険料を将来、
年金として自分が受け取ることができます。
　加入と脱退は自由にでき、加入している間に積み
立てた保険料は、原則65歳から終身で支給されます。
仮に80歳より前に亡くなった場合でも、80歳まで
に受け取るはずであった年金額を遺族の方が一時金
として受け取ることが可能です。
　また、農業者年金の保険料は、その全額が社会保
険料控除の対象となり（所得税・住民税から保険料
の15％〜 30％程度が節税できます）、更に年金とし
て受け取る際にも公的年金等の合計120万円までが
非課税となり、税金の優遇措置も受けられます。

　保険料額は、２万円から６万７千円までの間で千
円単位で自由に設定できます。
次回は、「農業者年金の加入の要件について」です。

知って得する！　農業者年金①
（全2回）

■問 矢掛町農業委員会事務局（産業観光課内）
　 ☎（82）1016
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

わたしたちのまち

information
おしらせ４

月
～
６
月
の

お
達
者
教
室
参
加
者
募
集

　
町
で
は
、
高
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対
象
に
い
つ

ま
で
も
健
康
で
生
活
す
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た
め
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知
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や
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を
学
ぶ
「
お
達
者
教
室
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
室
に
参
加

し
て
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
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◦
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者
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歳
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上
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護
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定

を
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け
て
い
な
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町
民
の
人

◦
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備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
こ

の
度
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者

の
新
た
な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上

の
諸
問
題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
２
月
19
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
　
２
階
　
農
業
研
修
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
２
月
５
日
㈬
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

心
配
ご
と
相
談

◦
と

　き
　
２
月
21
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

法
務
局
の
常
設
相
談
日
に
つ
い
て

◦
と
　き
　
２
月
５
日
㈬
、12
日
㈬
、

19
日
㈬
、26
日
㈬
午
前
９
時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
39
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

相

　
　談

募

　
　集

有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713-8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診療！！
（木・祝休診）

有料広告

新年おめでとうございます。
令和もお墓と楽しくお付き合いしていきましょう。
いつでもご相談に応じます。

14令和２年１月号

　



矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

わたしたちのまち

information
おしらせ

た
事
項
に
つ
い
て
は
、
統
計
以
外
の

目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■問
総
務
企
画
課
企
画
係

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
１

災
害
復
興
住
宅
建
設
資
金
等

利

子

補

給

制

度

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
居
住

し
て
い
た
住
宅
が
被
災
し
、
新
た
に

住
宅
を
建
設
・
購
入
ま
た
は
補
修
し
、

金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
た
人
を

対
象
に
、
利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま

す
。

◦
対
　象
　
被
災
の
日
か
ら
２
年
経

過
す
る
ま
で
に
申
し
込
み
を
行
い
、

令
和
３
年
12
月
31
日
ま
で
に
利
子
の

支
払
い
が
開
始
さ
れ
る
融
資

◦
補
助
期
間
　
償
還
期
間
か
ら
最
長

10
年
間

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係

☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

２
月
３
日
㈪
・
７
日
㈮
・
10
日
㈪
・

20
日
㈭
・
21
日
㈮
・
25
日
㈫
・
28
日

㈮
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
特

別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
認
知
症
の
特
性
を
知
っ
た
上
で

見
守
る
人
で
す
。
一
緒
に
話
を
聞
い

て
み
ま
せ
ん
か
？

◦
と
　き
　
２
月
４
日
㈫
　
午
前
10

時
～
11
時
30
分

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル

◦
講
　師
　
岡
　
大
輔
氏
（
認
知
症

五
つ
星
ト
レ
ー
ナ
ー
）

※
要
申
込
。
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■問
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保

健
福
祉
課
内
）

☎（
82
）１
０
１
３

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご

協

力

を

　
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
人
を
対
象

に
し
た
「
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
」
が
令
和
２
年
２
月
１
日
現
在

で
実
施
さ
れ
ま
す
。
１
月
頃
か
ら
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
経
営
状

況
の
聞
き
取
り
や
調
査
票
の
記
入
に

ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。ま
た
、

調
査
票
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
回
答

も
可
能
で
す
。
調
査
票
に
記
入
さ
れ

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と
　き
　
令
和
２
年
２
月
12
日
㈬

　
午
前
10
時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

室◦
対
象
者
　
15
～
39
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

２
０
２
０
年
冬
く
ら
し
き

合
同
企
業
説
明
会

　
正
社
員
を
目
指
す
人
、
心
機
一
転

転
職
を
目
指
す
人
、
初
め
て
就
職
活

動
を
す
る
人
、
派
遣
・
パ
ー
ト
か
ら

は
じ
め
た
い
人
な
ど
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

◦
と
　き
　
１
月
28
日
㈫
　
午
後
１

時
～
４
時

◦
と
こ
ろ
　
倉
敷
市
男
女
共
同
参
画

推
進
セ
ミ
ナ
ー

◦
対
象
者
　
一
般
若
年
求
職
者
（
15

歳
～
概
ね
40
歳
ま
で
）

※
相
談
無
料

■問
く
ら
し
き
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
８
６（
４
８
６
）５
１
６
２

２
月
３
日
㈪
、
10
日
㈪
、
17
日
㈪
、

24
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

お
知
ら
せ

今月の納税・納付

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

町県民税（４期） １月31日㈮ １月31日㈮

水道料金・下水道料金
（山田・川面・中川地区） １月27日㈪ １月31日㈮

有料広告

墓石・文字彫りのことなら
お任せください。

墓地・墓石のリフォーム＆クリーニング、
各種石工事、遺品整理、収集品の買取り、
家財の片付け・処分なども承ります。
矢掛町内田379　☎（0866）82-1369　
FAX（0866）82-3488　携帯090-8364-0228　

守屋石材店守屋石材店守屋石材店

手当・給付のお知らせ
手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（11月申請分）２月７日㈮

町民課
国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571高額療養費（12月申請分）１月17日㈮

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費

（12月申請分）
１月30日㈭

保健福祉課
子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532児童手当（10～1月分） ２月７日㈮

心身障害者医療費
（12月申請分）１月30日㈭

保健福祉課福祉推進係
☎（82）1013  有線 0581

有料広告

15 令和２年１月号



令
和
2
年
1
月
7
日
発
行

（
月
1
回
発
行
）

■
発
行
　
矢
掛
町
役
場

■
編
集
　
総
務
企
画
課
秘
書
広
報
室

〒
714-1297 （

役
場
専
用
）

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
3018　

TEL 0866
(82)1010

㈹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow

n.yakage.okayam
a.jp/
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この広報紙は環境に優しい紙を使用しています。

矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2020. 1
vol.91

　町内の施設で１年間の実習を行うやかげ学。その学びの集大
成となる発表会を開催しました。
　会場には各施設の皆さんもお越しくださり、成長した姿を見
せることができました。堂々とした先輩達の姿は後輩にもよい
刺激になったようです。

第９回やかげ学発表会 in やかげ文化センター

リージョナルモデル通信  ⑥地域協働活動コーディネーター

Top News
12 月 14日㈯

　このコーナーでは、地域と連携した高校づくり（リージョナルモデル）を進めていく上で参考になるトピックスを、毎回少しずつ取
り上げます。第６回目は、矢掛高校と地域連携の中で重要な役割を担う「地域協働活動コーディネーター」についてお伝えします。

　学校教員は、学校内での授業や部活、進路
指導などで、なかなか地域へ出ることが難し
く、高校と地域がきちんと繋がっていくため
には教員だけでは不十分です。
　そこで「リージョナル・モデル校」には「地
域協働活動コーディネーター」が一人配属さ
れることになり、本校では今年度から、やか
げ小中高子ども連合 YKG60 の代表を務める
井辻美緒さんが就任しています。
　主な活動として、地域の行事等への生徒引
率や事前打ち合わせ、高校情報の発信、生徒
の希望する地域活動や施設への紹介、地域学
授業での先生役、教員に最新の地域情報や先
進事例を伝える研修指導者等その仕事領域は
多岐にわたります。

　岡山県内のユネスコスクール高校10校で毎年行っている実践交流会。今年はブ
ルガリアの高校生たちも参加し、３日間にわたり実施されました。
　備中神楽や観光プラン、日本・ブルガリア料理やパラスポーツなど盛りだくさ
んの交流メニューの中で、多くの矢高生が貴重な体験をしました。

ユネスコスクール実践交流会 11 月 15日㈮～17日㈰

矢掛高校 地 　 域
・「ESD基礎」授業

・教員向け研修・地域活動準備

・被災生徒支援

・地域活動引率

井辻美緒さん

・矢高の情報発信

・先進地域・大学・NPOとの連動

編

集

後

記

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
２
０
２
０
年
も
「
広
報
や
か
げ
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
月
の
表
紙
は
新
年
ら
し
く
、
す
ご

ろ
く
を
作
成
し
て
み
ま
し
た
。
工
作
が

苦
手
で
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
、
試

行
錯
誤
を
く
り
返
し
、
何
と
か
形
に
な

っ
た
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
日
本
中
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ド
一
色
に
染
ま
っ

て
い
く
中
で
、
矢
掛
町
か
ら
も
エ
ー
ル

を
届
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
今
年
一
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り

良
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。総務企画課秘書広報室

☎（82）1010　有線0522
問

やかげ観光大使

登録用アドレス e-yakage@xpressmail.jp
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